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　社会が現代の情報学に要求する広範な分野に対応するため、情報科学プログラムと社会情報学プログラムを開設し、情報科学から人文科学・
社会科学に渡る幅広い学びと研究の機会を提供します。ここでは学部で学んだAI・データサイエンスなどのスキル・知識を、より先端的・実
践的な場面で活用する能力を養うとともに、情報学と関係する多様な専門分野について理解と洞察を深め先端的な研究に携わる能力を養うこ
とで、以下の人材類型を育てます。さらに、各研究分野と実社会との関係について気づきと洞察を得る機会を提供します。

■ソフトウェア・セキュリティエンジニア
　コンピュータサイエンス・AI・データサイエンス、ソフトウェア、
セキュリティ技術、デジタルテクノロジーに関する知識が要求され、
それに対応する能力を習得させる。

■データサイエンティスト
　データを収集・解析する仕組みの設計・実装・運用を担う人材は、
AI・データサイエンス、データエンジニアリング、コンピュータサ
イエンス、セキュリティ技術に関する知識が要求され、それぞれに
対応する能力を習得させる。

情報科学プログラム
■ソーシャルアーキテクト
　社会的な洞察力、戦略的立案能力、マネジメント能力、経営データ・
AIの戦略的活用、セキュリティマネジメントに関する知識・能力が
要求され、これらに対応する能力を習得させる。

■デザイナー
　社会やビジネスからの視点とステークホルダーの視点を総合的に
捉えて、政策・商品・サービスなどの方針や開発プロセスを策定す
ることが求められ、これには社会的な洞察力、社会に関する幅広い
理解、戦略的立案能力、マネジメント能力、創造性が要求され、そ
れぞれに対応する能力を習得させる。

社会情報学プログラム

　情報科学・データサイエンスの専門知識に基づいて研究開
発の一翼を担える能力を涵養するとともに、情報技術と密接
に関係する社会の諸相について理解を深めます。これらを通
じて急激に変化する社会に対応して専門知識に基づく問題解
決を図り未来社会の創造を担う高度専門職業人を養成します。

　AIやプログラミング、データ分析
などの情報科学の最先端のスキルを
修得するとともに、さらに未来の技
術を一緒に切り拓きませんか？
　少人数制で先生との距離も近く、
やりたい研究にじっくり取り組める
環境が魅力です。
　実践的なスキルと論理的思考を
しっかり育て、デジタル社会の第一
線で活躍できる力を身につけたい方
におすすめです。

カリキュラムの概要

研究科の基本理念と各プログラムで養成する人材類型

研究科長からの挨拶

Message
　正副指導教員と相談し、履修計画を立てて、履修を進める。【修了に必要な単位：30単位】

情報学研究セミナー ４単位（２年間）
研究について学ぶ

情報学研究 12単位（２年間）
修士論文の研究指導

その他の講義科目 14単位以上
（２単位の講義科目に換算して７科目以上）

　情報科学・データサイエンスの専門知識に基づい
て先端的な研究開発を担える、サイエンティフィッ
クリサーチャー、ソフトウェア・セキュリティエン
ジニア、データサイエンティストを育成

情報科学プログラム

教員紹介は
こちら

奥　寛雅 教授
専門分野：高速画像処理
　　　　　高速工学デバイス

　群馬大学大学院情報学研究科は、これからの高度情報社会を支えていく高度な専門知識を身につけた人
材を育成するために2024年に開設されました。
　情報学が扱う分野は広範で、いわゆる文系・理系の垣根を超えて多岐にわたります。
　本研究科はさまざまな学生のニーズに応えるために「情報科学プログラム」と「社会情報学プログラム」
の２つのプログラムを備え、文理横断的で重層的な学びと研究の機会を提供しています。
　大学院は既存の知識を深めるだけでなく、新たな視点で問題を発見し、解決する力を養う場です。
　多様な専門分野を持つ教員とともに、未知の課題に挑む意欲を持った皆さんの挑戦をお待ちしています。

Message

研究科長 伊藤　賢一

　現在社会人５年目で、勤務
先のデータ人材育成研修とし
て大学院に通っています。
　社会情報学部（現情報学部）
出身でデータ分析やプログラミ
ングに興味があったことから、
充実した日々を送っています。
　修了後はデータ分析部門に
配属予定で、大学院で培った
知識と経験を活かし、企業に
貢献できる人材を目指してい
ます。

Voice

鈴木　隆広 さん
2024年10月入学

情報学研究科（修士課程）Graduate School of Informatics（Master’s Program）

教員・大学院生の声

　人文科学・社会科学、情報科学の知識とそれに基づいた社会的洞察力・状況分
析能力・科学的思考能力を駆使して、行政・企業・NPOなどの各組織における意
思決定に具体的・実践的に関与できる高度専門職業人の養成を目指します。その
ために、メディアと社会の双方への視点を身に付け、社会から情報を獲得・分析
し、社会への還元を立案できる能力を涵養する科目群を提供します。

　ソーシャルアーキテクト、デザイ
ナー、データサイエンティストの各
人材類型に対応する人材を育成

社会情報学プログラム

教員紹介は
こちら

　旧社会情報学研究科の分野を引
き継いでいて、いわゆる「文系」
の分野も存在感を発揮しています。
　情報学研究科の一つのプログラ
ムですので技術的な側面が強いと
思われがちですが、技術が対象と
する分野（人文、社会、環境など）
の研究をする研究者が所属してい
ます。
　みなさんの知的好奇心を満たし
てくれることと思います。

Message

小竹　裕人 教授
専門分野：公共政策論

　私はハンガリーの大学の日本学科の卒
業生で、歴史学や言語学など様々な分野
に触れてきました。
　そこで社会学に興味を持ち、日本に留
学し、群馬大学に進学することを決めま
した。
　情報学研究科においては、自分の興味
ある分野を多岐にわたる視点から勉強で
きますし、多国籍の大学院生と交流しな
がら視野を広めることもできました。
　将来は日本で働き、社会に貢献できる
ような仕事に就きたいと思っています。

Voice

クライツァール ブランカ さん
2024年４月入学
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